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はじめに




属幼稚園（現 お茶の水女子大学付属幼稚園）」に始まる。その後、明治 12 年に大阪府立
模範幼稚園、鹿児島女子師範学校附属幼稚園、仙台に木町通小学校附属幼稚園などが発足
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ベラの両親について、二人の出会いのいきさつを補足して記載する。父、ロバート・ウォー
カー・アルウィンは、デンマークのコペンハーゲンで誕生した。彼は高校生の時に父親を
亡くし、家族を養うために米の太平洋汽船会社（Pacific Mail Steamship Company）に入











943 名を送り出した。以後、明治 27（1894）年の移民終了まで、実に 29,339 名が渡航し、
図１　ベラの両親　宮中参内時 図２　幼児期のベラ
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図６　家族と伊香保の別荘（ベラは右から2番目） 図７　左 :椿　右 :ふしぐろせんのう
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女子の経営する幼児教育専門学校（Miss Hart’s Training School for Kindergartners in 















―  135  ―














間は聴講生として、『人の教育（独 :Die Menschenerziehung, 英 :Education of Man）』、『母
と子の遊戯（独 : Mutter-und Koselieder, 英 :Mother’s Play）』について、研究グループで熱
心なディスカッションを実施し、レポートや感想文、実習記録作成に明け暮れた。また「恩
物（独 :Gabe, 英 :Gift）」については、ドイツ人の子どもたちを相手に実習し、楽しくも充
実した学習経験ができた。その後、ドイツからスイスを横断してイタリアのローマに到着
し、大正 3（1914）年 2 月より 6 月末の 4 か月間、待望のモンテッソーリ教育（国際コー









































図８　コロンビア大学　Gift サークル （左端 ベラ）
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徒や保護者たちが協力していた。伊香保の S・S は幼児が 30 人以上、児童 20 名以上、大
人が 30 名以上と大所帯になっていた。ベラが留学中に起きた事件は伊香保町誌に掲載さ
れている。
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「玉成幼稚園」創立当初の園児は 15 名で、「玉成保姆養成所」の学生は 11 名であった。





リ感覚教具をニューヨークの“The House of Childhood 社”に依頼し、一式を購入した。








方を考え出して遊んでくれる人と思っていた」14）と語っている。（図 9, 図 10）  




































一般住宅を校舎として、玄関 2 畳、教室は 8 畳間に大きな黒板を据え、続きの 6 畳間に午
前中に幼稚園で使用した机に脚を継ぎ足して並べた。（図 11, 図 12）廊下伝いにあった離
れの座敷は、図書室兼オルガン練習室であった。
養成所に入学するには、幼稚園同様に知人の紹介が必要で、その上、ベラの面接に合格
した者だけが入学を許可された。生徒数は年度により多少の差があったが 7 名～ 15 名と
図 11　玉成幼稚園と玉成保姆養成所 図 12　机（園児用と継ぎ足しの脚）
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として現在も引き継がれ保育実践がなされている。（図 13, 図 14）
　 　 
図 13　第一回卒業生と （ベラは後方真ん中） 図 14　ベラと園児 （園庭にて）
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